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2 ページから 7ページ下には、小・中・高校生の児童・生徒から寄せられた「赤い羽根共同募金」の標語が掲載されています。
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電話  047（452）4161 ㈹　　FAX  047（451）8211
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習志野社協 検　索

企画総務課・地域福祉課 ☎047-452-4161
ボランティア・市民活動センター ☎047-451-7899
ボランティア情報24時間テレホンサービス ☎047-452-3999
在宅福祉課 ☎047-453-3838
さくらの家 ☎047-451-3566
いずみの家 ☎047-452-4161

赤い羽根
共同募金運動が
始まります

赤い羽根共同募金運動の詳細は、
2 ページをご覧ください。

◀赤い羽根共同募金
　　　習志野市子ども会育成会連絡協議会の皆さん
　　　（京成実籾駅前）

▼歳末たすけあい募金
　　　ボーイスカウト習志野第 2 団の皆さん
　　　（京成津田沼駅前）
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赤い羽根共同募金運動にご協力をお願いします
赤い羽根共同募金　期間：10 月1日～ 3 月 31日
赤い羽根共同募金はわたしたちの町や暮らしを、少しでも良くしようとがんばっている人たちを応援するために使われる募金です。

昨年度（平成 30年度）は、習志野市内で 12,158,780 円集まりました。

平成 30 年度の赤い羽根共同募金の使いみち� 赤い羽根共同募金は、前年度集めた募金が翌年度に使われています。

子育て支援に…
◦�『ふくっぴーファミリーサロン
（子育てサロン）』の運営

ボランティア活動に…
◦福祉車輌の貸出
◦ボランティアの養成
◦�わくわく「春」（イベント）
など

高齢者福祉のために…
◦習志野市あじさいクラブ
　連合会芸能大会など
　行事開催

高齢者や障がい者の  
権利擁護のために…
◦�福祉サービ
ス利用援助
事業の運営

心配ごと相談に…
◦心配ごと相談所の運営

福祉の PR に…
◦広報紙『ふくし習志野』の発行
◦社協掲示板の設置・修理

在宅福祉を支援するために…
◦車イスの貸出

　集まった募金は、どのように使われるの？
　皆さまにご協力いただいた赤い羽根共同募金は、千葉県共同募金会へ一度集められた後、募金額の約 70％が募金
を集めた地元である習志野市社会福祉協議会へ配分金として助成され、習志野市内の地域福祉推進のために使われて
います。
　残りの 30％は、千葉県内の民間の社会福祉施設への助成金、災害にあった世帯への見舞金などに使われています。

歳末たすけあい募金　期間：12 月1日～ 12 月 31日
歳末たすけあい募金は、共同募金の一環として行なわれます。
昨年度（平成 30 年度）は、習志野市内で 7,498,170 円集まりました。
歳末たすけあい募金は、全額を以下のとおり習志野市内の地域福祉に使わせていただきました。

ひとり暮らしの高齢者に対し、全支部で年8回行われています 習志野点字の会
学校での福祉教育

社会福祉法人あひるの会あかね園
保護者会　勉強会の様子

ひとり暮らし老人食事サービスの運営 福祉団体、当事者団体、ボランティア団体等への支援

など

平成 30 年度の歳末たすけあい募金の使いみち
『ふくし習志野』の発行
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わくわく「夏休み体験」を実施しました！

夏 ボ ラ 体 験 報 告

今年はわくわく「夏休み体験」
で昼食づくりとレクリエーション
を行ないました。
午前中は、2班に分かれて昼食

（カレーとデザート）の食材をかけ
て『食材争奪ゲーム』を行ないま
した。
ゲームに勝った班から順番に欲しい食材カードを選んでいきます。
各班、班長・副班長を中心に、どの食材から順番に獲得していくのかを相談して戦略を練り、班対抗整列ゲーム、絵心ゲー

ム、ストップウォッチゲーム、ボーリングなどを行ないました。
その後は、獲得した食材で昼食

づくり。1班はビーフカレーに、2
班はズッキーニやナスが入った夏
野菜ポークカレーになりました。
デザートは獲得した食材で思い思
いのパフェを作りました。

午後からは、参加者の交流を深
めるゲーム大会で盛り上がり、と
ても充実した楽しい 1日となりま
した。
わくわく「夏休み体験」は中・

高校生を対象に、障がいの有無を
越えた交流の中で、お互いを理解
し友情を深め合う事を目的に開催しています。

わくわく「夏休み体験」 （8 月 4 日）

7 月 24日（水）に、小・中・高校生向け「夏ボラ説明会」を実施しました。参加した 41名は、市内の福祉施設へ行く前に、「ボランティ
アの心がまえや注意点」などを学びました。
参加者は、夏休みを利用して、高齢者施設で話し相手やお茶出し、夏祭りの手伝い、子育てサロンでの掃除や見守りなどの様々なボラ
ンティア活動に取り組みました。参加したお子さんたちの感想を紹介します（原文のまま掲載しています）。

他にも、「たのしかった」「また参加したい」など、たくさんの感想が寄せられました。貴重な体験になったようです。

● ゆいまーる習志野デイサービスセンターでのボランティア
 ／中学１年生・ペンネーム：ミツ

● 習志野偕生園でのボランティア
 ／小学４年生・端山徹大さん

ど んなことをしましたか？…おじいちゃん、おばあちゃんにお
茶出しをしたり、おてふきをだしたり、卓球・体操などをし
ました。

ボ ランティア体験をした感想は？…今までしたことがない体験
が沢山でき、おじいちゃんおばあちゃんとふれあい、楽しい
時間が過ごせました。

ど んなことをしましたか？…グリーンスムージーを作った。た
いそう。絵を描いた。食事の準備。

ボ ランティア体験をした感想は？…ボランティアを終え、３日
間とみじかい時間でしたが楽しかったです。最後に、あくしゅ
をしたら、おじいちゃんが泣いてしまいました。また、あい
たいと思いました。

● かがやきデイサービス京成谷津でのボランティア
 ／小学４年生・ペンネーム：ヨッシー

●白鷺園デイサービスセンターでのボランティア
 ／小学 2 年生・幸野結彩さん

ど んなことをしましたか？…夏まつりのわなげの手つだい（わ
をわたしたり）、しゃてきの手つだい（しゃてきじゅうの説
明）、おばあちゃんやおじいちゃんのつきそい。

ボ ランティア体験をした感想は？…おじいちゃん、おばあちゃ
んがにこにこして楽しんでくれたと思うので、ぼくも楽しく
なりました。

どんなことをしましたか？
　…はなしあいて
ボランティア体験をした感想は？
　…たのしかった
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令和元年 5 月 1 日～令和元年 7 月 31 日（敬称略）
金銭寄付 � �坂中孝典　長谷川誠一　増田美代子　米原大右　NPO法人成年後見なのはな　吟亮流千葉吟風会
� � 吟亮流千葉吟風会詩吟の集い福祉募金　手芸ボランティア　食の研究会　新鮮市場マルエイ薬円台店　ゼブラ株式会社
� � 習志野市芸術文化協会　習志野市社会福祉協議会屋敷支部　福祉イベント実行委員会
� � ボートピア習志野（株式会社テック・エステート）
物品寄付 � �桐生靖子　山田智美

地域福祉へのご寄付ありがとうございました

習志野市内で架空請求
はがきが急増しています!

悪質な消費者トラブル
に気をつけて

消費生活センターからのお知らせです

架空請求はがきとは
突然、ポストに「民事訴訟最終通告書」や「特定消費料金

未納による最終告知書」などと書かれた身に覚えのない訴訟
に関するはがきが届いていませんか。
習志野市内でも平成 29年度から大量に届いている架空請

求はがきです。主に 50代から 70代の女性に対して送られ
ており、「取下げ最終期日」は届いた日の直近の日にちを記
載しているなど早急に対応しなければならないように仕向け
られています。また「個人情報の保護」や「守秘義務」と称
し「必ずご本人様から連絡」するように記載されています。
これらは、はがきを受け取った人が他の人に相談する時間

を与えないためと、内容が不明なため「とりあえず送付元に
問い合わせてみよう」という心理をついたものです。
電話をかけることによって、かけた人の名前と住所の他に

電話番号がわかります。生年月日を聞かれていることもあり
ますが、なかには「訴訟取り下げ料が必要」「弁護士を紹介
する」などと金銭を請求されるケースもあります。

個人情報が盗ま
れると、「電話 de
詐欺」（「キャッシュ
カードを交換しま
す」や「アポ電（先
に電話で連絡し訪
問し金品を奪う）」）
など更なる被害に
及ぶことにもなり
かねません。
このようなはが

きが届いても無視
することが重要で
す。無視して大丈
夫なのか心配な場
合や、万が一電話
をかけてしまい不
安に思ったときは
消費生活センター
に相談してくださ
い。

被害防止のためには家の電話機は留守番電話設定に
電話による被害防止のために、まずは家の固定電話を留守

番電話設定にしましょう。相手が悪質業者の場合、話をする
だけで「もしかしたら本当かも」と思ってしまうことも。話
さなければ相手の口車に乗ることはありません。また悪質な
相手は留守番電話には伝言を残しません。
録音記録に残っていればお友達や必要な人には折り返しか

け直すこともできます。「せっかく家に居るのに留守番電話
にするのは失礼」とは思わずに、自分の財産を守るために「電
話に鍵をかける」と考えて留守番電話設定にしましょう。
地域の見守りが重要です
悪質業者は高齢者や障がいのある方などを狙っています。

特にひとり暮らしの高齢者や障がいのある人は困った状況に
あっても訴えることが苦手だったり、だまされていることに
気づきにくい、または被害にあっても周囲に相談しないなど
により被害も大きくなりがちです。
消費者トラブルでは、見慣れない人が頻繁に家を訪問して

いる、お金に困っている様子が見られる、何か気がかりなこ
とがある様子だ、などの変化に注意して見守りましょう。また
そのような場面があった時には本人にさりげなく声をかけて
みたり、専門機関に相談するなど地域のサポートが重要です。

消費者トラブル防止のための出前講座
消費生活センターでは、専門の知識を有する消費生活相談

員が日常の消費生活におけるトラブル防止のため、悪質業者
の手口、契約トラブルの対応などさまざまなテーマで啓発活
動を行っています。興味のある方は気軽に相談してください。

《社会福祉協議会を名乗る不審電話の発生について》
今年の 5月以降、全国各地で社会福祉協議会を名乗る

不審電話が発生しています。「困りごとはないですか？」
「一人暮らしですか？」等、家族構成などの個人情報を探
る不審な電話が多発しているようです。
社会福祉協議会では、突然そのような内容の電話をす

ることはありませんのでご注意ください。

最近の架空請求はがき【見本】

習志野市消費生活センター
電話� 047-451-6999（相談電話専用）
時間� 午前 9時 30分から午後 4時まで
� 月～金曜日・第2土曜日（年末年始・祝日除く）
場所� サンロード津田沼 4階（京成津田沼駅ビル）
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社協支部
活動紹介

社協支部では、地域の見守り活動や、
ふれあい・いきいきサロンなどの
誰もが気軽に交流できるような事業を行ない、
地域福祉を推進しています。

長雨が続く 7月の朝早くから、屋敷支部のボランティアに
よる子供たちの見守りが行なわれていました。この日の当番
は三

み し ろ

代將
まさたか

孝さん。登校してくる子ども達に「おはよう、もう
すぐ夏休みだね」と声をかけます。さほど交通量が多い通り

ではありませ
んが、横断歩
道が少ないの
で、児童がみ
だりに横断し
ないよう見守
ります。
こ の よ う

に、屋敷支部
では地域の安
全を支えるボ
ランティア活

地域の安全を支えるボランティア活動
場　所� 屋敷会館（屋敷 3-12-16）
問合せ� 屋敷支部　☎ 047-478-7778
� （開所日時　毎週水・土曜日　午前10時～午後4時）
� 行事等により不在の場合あり

屋　敷　支　部 動の一環とし
て、登下校時
間に合わせた
児童の見守り
を行なってい
ます。雨の日
も雪の日も、
この見守りは
欠かすことは
ありません。
三代さんは、
仕事前の時間
を利用して見
守りに参加しています。「子ども達の安全の為に、自分がや
らなければ」との気持ちで旗を握ります。
屋敷支部では『安全で安心な屋敷のまちづくり』をテーマ

に、この他にも防犯パトロールや、屋敷小学校に設置されて
いる監視カメラでの見守りも行なっています。「こうしたボ
ランティア活動は、屋敷連合町会の協力によって支えられ、
屋敷地区の安全が保たれていると思います」と支部長の長谷
川誠一さんは言います。
屋敷支部では、これらの活動の担い手を募集しています。

身近なことからできるボランティアを始めてみませんか。
登下校の見守り

防犯パトロール
毎週月・木曜日に 2コースで実施

「ここの『折り紙』で正座するのに、運動しているの」「そう、
どこで？」「接骨院で」。ここは実籾支部のふれあい・いきい

きサロン「折り
紙」。今日の参
加者の皆さんは
『８つる』（写真）
に挑戦です。
参加者に配ら

れた『８つる』
の折り図は、サ
ロン担当の甲斐
谷タツ子さんの
手作りです。折
り紙を使って、
折り方の見本が
順番に作られて
います。

場　所� 東習志野コミュニティセンター内　3階
� （東習志野 3-1-20）
問合せ� 実籾支部　☎ 047-476-0966
� （開所日時�毎週火・水・金曜日�午前10時～午後4時）

実　籾　支　部

手作りの折り図を見ながら皆さん折っていましたが、『８
つる』は少し難易度が高めのようで、甲斐谷さんに何度も折
り方の確認をしていました。「さっきは自分でできたのに…」
「頭でわかっているんだけど折れない。手と頭が一致しない
の」「帰ったら忘れちゃう」と悪戦苦闘していましたが、皆
さん折り紙が好きな方が集まっていて、新しい作品に挑戦し
ていくのが楽しみとのこと。中には、会場の和室で正座する
ために運動されている方もいらっしゃるほど…。
担当の甲斐谷さんが、「大変さもあるけど、参加者の皆さ

んも折り紙はベテランさんなので助かっています」と口にす
ると、「最高の先生よ」「何だかんだで皆、楽しませてもらっ
てます」と参加者の皆さんが口々におっしゃっていました。『8つる』の完成見本

折り方の確認

5　■ ■ ■　赤い羽根　あなたの勇気に「ありがとう」　■ ■ ■



地域福祉の

先達
せ　　ん だ　　つ

地域福祉になくてはならないもの。それは住民の力です。2019 年で
習志野市社会福祉協議会は創立 60 周年を迎えるにあたり、習志野市社
会福祉協議会の活動にご尽力いただいた方々をクローズアップしていく
シリーズです。

習志野市社会福祉協議会　会長
（会長在任　平成 20 年 5 月 31 日～現在）

海寳　嘉胤 （86 歳）

住民が自分らしく
安心・安全・安定して暮らせる
まちづくりを目指して

②これまでの活動を振り返ってみて、いかがですか？

③社会が多様化し、課題も複雑化している中、60 周年を迎えた習志野市社協の意義についてどうお考えですか？

50 周年のあと、60周年を順調に迎えられたと実感していま
す。しかしながら、団塊の世代が 75歳以上の後期高齢者とな
る「2025 年問題」はすぐ前に差し迫っていることや、そのさ
らに先には、より一層の高齢化や高齢世代の困窮化など社会的
に世代間の不均衡が著しい水準に達する「2040 年問題」が社
会的な問題として大きく取り沙汰されています。
社協は地域共生社会の実現に向けた「協働の中核」としての
役割が期待されています。「他人事」になりがちな地域づくり

において、制度・分野ごとの『縦割り』や「支え手」「受け手」
という関係を超えて、地域住民や地域の多様な主体が『我が事』
として参画して、人と人、人と資源が世代や分野を超えて『丸
ごと』つながってゆける体制整備を進めていく必要があります。
この先の 100周年を見据え、地域共生社会の実現に向けて時

代に即応していけるよう、常に地域住民の声に耳を傾け、組織・
活動を強化し、地域福祉の推進に取り組んでまいります。

①いつから、どのような福祉活動に携わってこられましたか？

昭和 44年に船橋市から習志野市袖ケ浦に転居してきたので
すが、当時は石油タンクメーカーに勤務しており多忙を極めて
いました。その後、袖ケ浦 6丁目町会長になったことがきっか
けとなって社協の袖ケ浦支部委員として地域の活動に関わるこ
とになりました。
また、津田沼高校の PTA会長になって学校活動に携わった

ことも良い経験となりました。
昭和 60年にはサラリーマン生活に終止符を打ち、高校時代

からの親友の勧めで開発事業のコンサルタントを行なう会社を
都内に立ち上げ、経営者として忙しい毎日を送っていました。
そのような中、昭和 63年に袖ケ浦支部長となり平成 22年

までの 22年間努めました。

サラリーマン生活を終え、定年を迎えて、いざボランティア
をしようとしても難しかったかもしれないですね。仕事を抱え
ながらの大変さはありましたが、今思えば若い時からボラン
ティアに携わることができて良かったと思います。
袖ケ浦支部や社協の事業運営には数々の思い出があります
が、平成 16年に袖ケ浦公民館内に地域福祉推進の拠点となる
支部の事務所を設置できたことはありがたく、大変うれしく思
いました。
また、平成 23年 2月に社協創立 50周年を記念した防災地
図を市内企業のご協力のもと、総合福祉センター内に設置でき
たことです。その 1ヶ月後の 3月 11日には東日本大震災が発
生し、習志野市内でも沿岸地域を中心に液状化による被害を受
けました。災害対応ボランティアセンターの活動にあたり、大

いに活用することができました。
平成 25年には「『社協に対する理解の促進と会員の拡大』プ

ロジェクト」と題し、社協役職員が一丸となって、地域住民の
皆さまにより一層のご理解、ご協力をいただけるよう各町会・
自治会や連合町会にアンケート調査やヒアリングを行ない、市
内全てのまちづくり会議に職員とともに出席し、本会の事業運
営に賛同いただくよう、ご理解に努めたことは非常に良い機会
となったのではないかと思います。
私事ではありますが、平成 28年に旭日双光章を受章いたし

ました。周囲の方からは温かい励ましのお言葉を賜り感激の極
みでしたが、これはひとえに関係者の長年にわたる心温かなご
指導ご支援あってのことと思います。改めて、深く感謝申し上
げます。

防災地図除幕式
（右から 5番目が海寳会長）
平成 23年 2月 20日

袖ケ浦地域の方々とのバス研修
（2列目左から5番目が海寳会長）

平成 14年 11月 21日

宮本市長に叙勲受章報告
平成 28年 11月 16日
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茜　浜 �あかね園バザー
日時� 10 月 6日（日）午前 10時～午後 2時
場所� あかね園（茜浜 3-4-5）

屋　敷 �芙蓉園文化祭 & ならしのシルバーフェア
日時� 10 月 3日（木）～ 5日（土）
� 午前９時～午後４時（５日は午後１時まで）、舞台発表は午前１０時～
場所� 東部保健福祉センター内　芙蓉園、シルバー人材センター

鷺　沼 �三世代交流 第 19 回 ならしのきらっ子こどもまつり 2019
日時� 10 月 19日（土）午前 10時～午後 3時
場所� 白鷺園園庭及びその前道路周辺

鷺　沼 �福祉ふれあいまつり　 同時開催  健康フェア
日時� 10 月 27日（日）午前 10時～午後 4時
場所� 習志野市役所

鷺　沼 �食とくらしの祭典  
 農業祭/ガスフェスタ/消防・救急フェア/スポ振スポーツ広場
日時� 11 月 9日（土）～ 10日（日）午前 10時～午後 3時
� ※ガスフェスタは午後 4時まで
� ※スポ振スポーツ広場は10日のみの実施で午前11時～午後2時まで
場所� 習志野市役所

地域のボランティア活動を
企業が応援しています！

個人での応募もお待ちしています

第13回
S

ス ズ キ

uzuki G
ガ ル ピ ッ タ ン

arphyttan A
ア ウ ォ ー ド

ward
（日鉄SGワイヤ地域社会貢献賞）

Suzuki�Garphyttan�Award（地域
社会貢献賞）は、日鉄 SGワイヤ㈱（旧
社名�鈴木金属工業㈱）が、平成 20
年に創立 70周年を記念して地域ボラ
ンティア活動の発展に寄与することを
目的に創設しました。

応募内容
社会福祉協議会では、地域福祉推進を図るた

めに市内で社会貢献活動をしている団体または
個人を公募のうえ、選考委員会で 1団体または
1個人を選考します。募集要項は社協ホームペー
ジにも掲載しています。

申込み期間
令和2年1月15日（水）から2月28日（金）まで

申込み・問合せ
社協�企画総務課
☎ 047-452-4161

活動援助
資金

団体30万円
個人10万円

商店街関連のおまつり情報はこちらをどうぞ♪
http://www.shopland-n.com/entry-3736/

（ショップランドならしの ウェブサイト）

秋 のイベント情報
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編集すんで、夜が明けて…編集すんで、夜が明けて…

Q 問題だよ！
消費者トラブルにおける身近な相談窓口はどこでしょうか？
①福祉事務所　②消費生活センター　③社会福祉協議会

　答え・郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号を書いてハガキ、FAX、Eメー
ルのいずれかで 10月 31日（木）（消印有効）までに応募してね。
　正解者のうち抽選で 3 名様に、『特製図書カード』をプレゼント！正解及び
当選者は「ふくし習志野」1月 1日号で発表するよ。

《正　解》①30回
《当選者》伊藤貞子　犬飼文幸　西佑季　前園愛美　前園美紀

【前号の正解と当選者】（敬称略）

教育支援資金（生活福祉資金）のご案内

さくらの家介護予防講座
懐メロ健

け ん こ う

幸体操

入学・就学するのに必要な経費の捻出が困難で、高校・短大・
専門学校・大学に進学予定・在学の低所得世帯に、資金貸付を行
なう制度です。卒業後、償還完了まで民生委員及び社会福祉協議
会が相談・支援を行なうことにより、世帯の経済的自立と安定を
図ることを目的としています。

高校 短大・専門学校 大学
教育支援費（月額上限額） 35,000 円 60,000 円 65,000 円

就学支度費 500,000円以内（入学時のみ1回限り）
＊�借受申込者は就学する本人です。申込世帯の生計中心者が連帯
借受人となります。

＊�申請にあたっては、日本学生支援機構等、他制度が優先となり
ます。また、実施主体である千葉県社会福祉協議会による所定
の審査があります。

＊給付ではなく、返済を伴う貸付制度です。
問合せ� 社協　地域福祉課　☎ 047-452-4161
� ※来所される前に、お電話でお問合せください。

懐かしの歌謡曲に合わせて、歌いながら体を動かしたり、口腔
体操、脳トレを行ないます。椅子に座ったまま無理なく行なえる
体操です。是非ご参加ください。
日　　時� 11 月 7日（木）、14日（木）　全 2回
� � いずれも午前 10時 30分～正午
会　　場� 老人福祉センター　さくらの家
対　　象� 市内在住、60歳以上の方で2日間とも参加できる方
参 加 費� 500 円（保険代含む）
申込期間� 10 月 15日（火）から（定員になり次第終了）
定　　員� 30 名（先着順）
受付時間� 月曜～土曜（午前 9時～午後 4時）
申込み・問合せ� 老人福祉センター　さくらの家
� � � ☎ 047-451-3566
� � � （お電話か直接窓口へお越しください）

10月 1日から、消費税率が 8％から 10％に引き上げられました。
ここで始まったのが「消費税軽減税率制度」です。適用される対象品
目は決まっていますが、中小の店舗などは複雑な課税に対応したレジ
や、販売管理のためのシステムの導入も必要となります。また、現場
では「ポイント還元」への対応や、「外食」か「テイクアウト」かで混
乱が予想されることでしょう。地元商店街などの消費の現場では、「増
税により値上げもやむを得ない」という声もありますが、値上げによ
る消費の落ち込みも懸念されるといいます。
国のため、国民のための増税です。国民誰もが納得できるよう、有
効に活用して欲しいと思います。� （K）

習志野市運転ボランティアの会主催
運転ボランティア講習会

習志野市認定ヘルパー養成講座

車イスのまま乗車できる福
祉車輌を運転し、公共の交通
機関では外出困難な方々を病
院や施設等へ送迎するボラン
ティア活動です。
運転ボランティアの活動に
関心のある方ならどなたでも
歓迎です。
日　　時� 11月 30日（土）
� � 午前 9時 30分
� � ～午後 0時 30分（受付は午前 9時～）
会　　場� 総合福祉センター 2階�いずみの家「研修室」ほか
内　　容� 福祉車輌の操作・安全運転の体験、車イスの操作
持 ち 物� 運転免許証、筆記用具、動きやすい服装
主　　催� 習志野市運転ボランティアの会
申込期間� 10 月 21日（月）～ 11月 22日（金）まで
定　　員� 12 名（先着順）
申込み・問合せ� ボランティア・市民活動センター
� � � ☎ 047-451-7899
※ �75 歳以上の方は、運転ではなく、「リフト操作や助手席での
安全確認」をお願いしています。

※日程が合わない方でも興味がある方は、お問合せください。

女性も活躍中です！

日常生活に援助が必要な在宅高齢者のサポートをするボラン
ティアの養成講座です。
日　　時� 11 月 1日（金）、15日（金）、12月 6日（金）
� � いずれも午前 9時 30分～午後 0時 30分
� � �上記日時のほか、市内の各施設等での現場実習（2

日間）
会　　場� 総合福祉センター 2階�いずみの家「研修室」
対　　象� ①市内在住で、原則全日程に参加できる方
� � ②�市認定ヘルパーとして市内事業所での就労を希望

する方及びボランティアとして高齢者のサポート
をする意欲がある方

� � ③年齢不問
内　　容� �「介護保険法改正のポイント」や「介護予防・日常

生活支援総合事業について」そして、高齢者を具体
的に支えるための「知識や技術（実技）」を学び、
実際に高齢者を支える活動において実習をしていた
だきます。

参 加 費� 無　料
そ の 他� �筆記用具持参のうえ、動きやすい服装でご参加くだ

さい。
申込期間� 7 月 9日（火）から募集中（定員になり次第終了）
定　　員� 30 名（先着順）
申込み・問合せ� ボランティア・市民活動センター
� � � ☎ 047-451-7899

参加者
募 集

参加者
募 集

参加者
募 集
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